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大学ポートレート・公表機能の改修について（案） 

 

 

１．一覧機能の充実について  

 

１．経緯及び方針  

平成 28 年度ステークホルダー・ボードにおいて、大学ポートレートに求められる機能として「各

大学の必要な情報が一覧で出ること」「大学をお気に入りに登録し、一覧で見やすい画面を提供

すること」などが挙げられ、これを進めることが第六回大学ポートレート運営会議において了承

された。 

具体的な方針は以下の通り。 

 

ステークホルダーボード  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．一覧機能とお気に入り機能の関係について 

現行の大学ポートレートの「お気に入り」機能は閲覧者の選択した大学・学部を「お気に入り」

に登録し、「お気に入り」ページで一覧として見ることが可能である。「お気に入り」ページは

ブラウザを終了（閲覧ウィンドウを閉じる）しても履歴が保持され、同じ端末から何度でも確認

することが可能である。 

現在、「お気に入り」ページで表示される項目は以下の通り。 

① 大学・学部名 

② 国公私立の別 

③ 大学・短期大学の別 

 

一覧機能においても上記３項目は表示の必要があることから、大学ポートレートの一覧機能は

「お気に入り」機能の表示項目を追加したものとして整理、サイト上では引き続き「お気に入り」

機能として表示する。 

  

・対象とする項目は、大学ポートレートに公表されている項目とする。 

  →項目追加による大学の負担増につながらないようにするため 

 →改修範囲を広げないことで改修費用を抑制するため 

・項目の選定にあたっては以下の基準に基づくこととする。 

   ステークホルダー（学生・保護者、高等学校教員等）が大学を選定する際に参考と 

なりうる項目とする 

安易なランキング化に繋がらないよう配慮する 

直接入力がされている項目とする（リンク項目は一覧画面に表示されない） 

公表項目のうち、いくつかの項目をユーザーが選択して比べられるようにする 

定性的な項目を基本とする 

・学部・研究科（短期大学は学科）レベルでの表示を可能とする。 

  →なお、現行システムでも学部・研究科レベルでお気に入りに入れることが可能 

・長文テキストを記入する項目は対象としないこととする。 

資 料 ３

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ２ 日
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３．一覧機能の表示項目について  

一覧機能の充実に伴い、従来から「お気に入り」機能で表示していた、①大学・学部名、②国

公私立の別、③大学・短期大学等の別に加え、以下の項目を表示することとする。（別添１画面

イメージ参照） 

 

●「費用および経済支援」関係 

① 授業料…「授業料、入学料、その他の徴収費用」（大学の入力：任意） 

数値データのみ学部別に表示。 

学科等で異なる場合は「 円 ～ 円」で表示。 

 

 ② 授業料減免…「授業料減免（減免資格、対象人数、減免額）」（大学の入力：任意） 

制度の有無を学部別に表示。 

  

③ 奨学金…「奨学金（受給資格、支給枠、支給金額）」（大学の入力：任意） 

制度の有無を学部別に表示。 
 

●「入試」関係 

④ 入試…「全体の入学者数、実施している入試方法（AO、社会人）」（大学の入力：任意） 

 AO、社会人の実施状況を学部別に表示。 

 

●「キャンパス」関係 

  ⑤ 学生寮…「学生寮の整備状況」の欄 （任意） 

制度の有無について大学全体の情報として表示。 
 

※ 「入試」以外の項目については検索結果から各大学の当該ページへリンクで直接誘導し、各

項目の詳細情報は各大学及び学部のページで確認することとする。これにより閲覧者は各大学

ページのリンクやタブを遷移せず求める情報を得ることが可能となる。 

※ ②授業料減免、③奨学金、⑤学生寮については大学ポートレート上では制度利用資格や減免

額等について各大学がテキスト入力しているが、一覧機能で全てを表示させることは適当では

ないと思われることから、制度の有無のみ表示する。 

※ ④入試については入試方法の分類について機構、事業団で共通のものが、一般、AO、社会人

の３種であることから AO、社会人を表示する。 

 

 

４．一覧機能の表示方法等について  

 

● 一覧機能において閲覧者は 7～10 件程度の大学・学部を登録できるものとする。これによ

り大学の安易なランキング化が行われないようにする。 

 

● 閲覧者が共用パソコン等で大学ポートレートサイトを閲覧・一覧機能を利用した場合に、

履歴が保持され第三者に一覧機能の登録情報が漏えいすることを予防するため、一覧機能

利用時にはその旨のアナウンスを表示し、閲覧者に周知する。 
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２．検索機能の充実について（案）  

一覧機能の充実と合わせ、以下の項目を検索項目及び大学の入力項目に追加し、閲覧者の利便

性を向上したい。 

なお、これらの検索項目は大学ポートレート（国際発信版）で先行導入する。 

 

 ●学問領域 

①専攻分野…各学部の専攻分野（任意） 

 チェックボックスによる選択（複数選択可）、学部別に表示。分類については別添３参照。 

 なお、当該学部のページには表示しない。 

 

 ●取得できる資格 

②取得できる資格…各学部で取得できる資格（任意） 

 チェックボックスによる選択（複数選択可）、学部別に表示。分類については別添４参照。 

 

 

３．今後のスケジュール  

公表機能の改修について、今後のスケジュールは以下の通りである。 

   

年度 大学改革支援・学位授与機構 日本私立学校振興・共済事業団 

平成 29 年度 

６月１日       実務者協議会 一覧機能の充実について協議 

９月２２日       運営会議 一覧機能の充実について、実施方針決定 

９月２２日以降   一覧機能実装に伴う運用ルール策定（機構・事業団） 

一覧機能実装（機構・国公立）             

運用ルールについて、大学への周知等（事業団） 

平成 30 年度  
秋以降 平成３０年度データ公表 

      （一覧機能対応） 

 

 



yagi-m
引き出し線
お気に入りページに登録した大学のうち、一覧機能で表示する大学を選択するためのチェックボックスを追加。

yagi-m
タイプライターテキスト
別添１　一覧機能機能の充実（画面イメージ）



yagi-m
引き出し線
タブ切り替えにより表示項目の切り替えを行う。

yagi-m
引き出し線
大学ポートレート・費用および経済的支援（国公立）
学費経済的支援（私学）
の各項目へリンク。
（授業料減免、奨学金の項目も同様）
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（別添２） 

 

 

大学ポートレート・一覧機能の運用ルールの制定について 

 

 

大学ポートレートに一覧機能を導入するに当たり、一覧機能の設定や一覧機能で参照する情報

について、大学改革支援学位授与機構及び日本私立学校振興・共済事業団は、大学ポートレート・

一覧機能の運用ルールを策定し、これに則りながら、一覧機能について連携・協力しながら情報

を選定し、運用を行う。 

 

 

運用ルールの概要 

 

運用ルールの主な内容は以下の通り。 

 

・大学ポートレート一覧機能で参照する項目の選定基準について 

 ・ステークホルダー（学生・保護者、高等学校教員等）が大学を選定する際に参考となりうる

項目であること。 

・安易なランキング化に繋がらないよう配慮された項目であること。 

・学部・研究科（短期大学は学科）レベルでの表示を可能とすること。 

・ユーザーが選択して比べられるよう、定性的な項目であること。 

・ユーザーが選択して比べられるよう、長文テキストを入力する項目ではないこと。 

・ＵＲＬリンクではない、直接入力がされている項目であること。 

 

・大学改革支援学位授与機構が運営する一覧機能ページに日本私立学校振興・共済事業団の取り

扱う私立大学の情報が表示された場合、機構は表示情報の収集・蓄積を行わないこと。 

 

・今後対象項目の変更等を行う際は関係者間で改めて検討、協議を行うこと。 

 

 

 

今後の予定 

 

平成２９年９月   大学ポートレート・一覧機能、国公立大学について対応開始 

平成２９年１０月～ 大学ポートレート・一覧機能の運用ルール（案）について検討 

一覧機能の私立大学も含めた検索結果画面等の実装画面の在り方について

検討 

平成２９年１１月  大学ポートレートステークホルダー・ボード開催 

平成３０年１～２月 大学ポートレート運営会議（第８回） 

平成３０年４月～  大学ポートレート・一覧機能の実装に向けて、大学ポートレートのデータ

二次利用等について、私立大学へ向けてアナウンス（私学事業団） 
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（参考） 

 

平成３０年度以降一覧機能において対象とする項目 

 

 

●「入試」関係 

①入試…「全体の入学者数、実施している入試方法（（一般、AO、社会人…）」の欄【学部別】 

 

●「費用および経済支援」関係 

②授業料…「授業料、入学料、その他の徴収費用」の欄 【学部別】 

 

 ③授業料減免…「授業料減免（減免資格、対象人数、減免額）」の欄 【学部別】 

  

④奨学金…「奨学金（受給資格、支給枠、支給金額）」の欄 【学部別】 

 

●「キャンパス」関係 

  ⑤学生寮…「学生寮の整備状況」の欄 【全体】 

 

 



（別添３）大学ポートレート国際発信システム　専攻区分
※JASSO日本留学に関する学校検索データ調査（大学・短期大学）（ｴｸｾﾙによる大学検索）の専攻区分

　　および科研費の審査区分をもとに作成。

コード 大分類 Discipline コード 小分類 Field of Study
1 文学 Literature

2 語学・言語学 Language Studies, Linguistics

3 日本語教育 Japanese Language Education
4 文化学 Cultural Studies
5 歴史学・地理学 History, Geography

6 哲学・宗教学・科学史
Philosophy, Religious Studies, 
History of Science

7 心理学 Psychology
8 コミュニケーション学 Communication
9 図書館情報学 Library and Information Science
10 法学・法律学 Law
11 政治学 Political Science
12 経済学 Economics

13 商学・会計・ビジネス
Business, Finance, Commerce, 
Accounting

14 観光学 Tourism
15 経営学 Business Management
16 MBA（経営学修士） MBA
17 経営情報学 Management Information
18 社会学 Sociology
19 放送・新聞・メディア Broadcasting, Media
20 社会福祉学 Social Welfare

21 教育学（教員養成課程を除く） Education

22 教育学（教員養成課程） Teacher Training

23 数学・情報科学・統計学
Mathematics, Informatics, 
Statistics

24 物理学・天文学 Physics, Astronomy
25 化学 Chemistry
26 生物学・生化学 Biology, Biochemistry

27 地学・地質学
Earth Science, Geophysics, 
Geology

28 資源学 Resource Science

29 機械工学・自動車工学
Mechanical Engineering, 
Automotive Engineering

30 電気電子工学・電気・電子
Electrical and Electronic 
Engineering

31 情報工学・コンピューター
Information Engineering, 
Computer Science

32 土木工学 Civil Engineering

33
建築学・環境デザイン・都市デ
ザイン

Architecture, Environmental 
Design, Landscape Design, 
Urban Design

34 応用化学 Applied Chemistry
35 応用物理学 Applied Physics
36 応用生物学（生物工学） Biotechnology

37 原子力工学 Nuclear Engineering

38 資源工学 Resources Engineering
39 材料工学 Materials Engineering

40 船舶・海洋工学・商船学

Marine Science, Maritime 
Engineering, Mercantile Marine 
Science

41 航空工学・宇宙工学
Aeronautics, Space 
Engineering

42 経営工学・管理工学
Industrial Management, 
Engineering Management

43 画像工学・光工学
Image Engineering, Optical 
Engineering

44 医用工学 Medical Engineering

※大分類（コード：A～J）あるいは小分類（コード：１～８２）の中から、
　 学部・研究科（短期大学の場合は学科）で学べる分野を複数選択。【1つ以上選択】

A

人
文
科
学
系

Humanities

B

社
会
科
学
系

Social Sciences

C 教育学系 Education

E
工
学
系

Engineering

D
理
学
系

Mathematics, Natural 
Science
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コード 大分類 Discipline コード 小分類 Field of Study

45 農学・農芸化学
Agriculture, Agricultural 
Chemistry

46 農業工学 Agricultural Engineering
47 農業経済学 Agricultural Economics
48 森林科学 Forestry
49 生物生産学・生物資源学 Bioproduction, Bioresources

50 水産学 Fisheries

51 獣医学 Veterinary Medicine

52 畜産学・動物学・動物看護
Animal Science, Zoology, 
Veterinary Nursing

53 医学・医師養成課程 Medicine, Medical Profession

54 生命科学 Bioscience
55 歯学 Dentistry

56 歯科技工・歯科衛生
Dental Technology, Dental 
Hygiene

57 薬学・薬剤師養成課程
Pharmacy, Pharmacist 
Profession

58 薬科学 Pharmaceutical Science

59 看護学・看護・介護 Nursing
60 保健学・衛生学 Health Sciences, Public Health

61 栄養学 Nutrition Sciences

62 臨床工学 Clinical Engineering

63 診療放射線 Radiological Technology

64
理学療法・作業療法・言語聴覚
療法・視能訓練・リハビリテー
ション学

Physical Therapy, Occupational 
Therapy, Speech-Hearing 
Therapy, Orthoptic/Vision 
Therapy, Rehabilitation Science

65 家政学・生活科学
Domestic Science, Family and 
Consumer Sciences

66 食物学・調理・栄養
Food and Nutrition Sciences, 
Culinary Science

67 被服学・服飾・ファッション
Clothing Studies, Fashion 
Studies, Costume Studies

68 住居学 Housing
69 児童学・子ども学 Child Studies

70 理容・美容
Hair and Beauty, Cosmetology 
Studies

71 美術 Fine Arts
72 工芸 Crafts
73 デザイン Art Design
74 音楽 Music
75

視覚・映像・演劇・CG（アニ
メ・マンガ・声優以外）

Visual and Performing Arts
76 アニメ・マンガ・声優 Animation, Cartoon, Voice Actor
77 教養学 Liberal Arts
78 総合科学 General Science
79 人間科学 Human Sciences

80 国際関係学・国際協力
International Relations, 
International Development

81 国際文化学・地域研究 International Culture, Area 

82 スポーツ科学･健康科学
Sports Science, Health and 
Fitness Sciences

83 環境学・災害科学
Environmental Sciences, 
Disaster Science

F

農
･
水
産
・
獣
医
系

Agricultural 
Sciences, Animal 

Sciences, Fisheries

G

医
療
・
保
健
学
系

Medicine, Health 
Sciences

H

生
活
科
学
系

Human Life Science

I
芸
術
学
系

Art, Design, Music

J

総
合
・
学
際
部
・
国
際
系

Multidisciplinary 
Studies, Cross 
Cultural Studies
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（別添４） 
 

国際発信の教育情報 取得可能資格の選択肢（案） 
 
 
○教育系 
教員免許状（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、養護、栄養）、保育士、

司書、学芸員 
 
○医療・福祉系 
社会福祉主事 
（受験資格）医師、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、看護師、保健師、助産師、薬剤

師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士、臨床検査技師、臨床工学技士、義肢装具士、

診療放射線技師、言語聴覚士、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士、社会保険労務

士、児童福祉司、はり師、きゅう師、獣医師 
 
○電子通信系 
無線従事者 
（要実務経験）電気主任技術者 
（受験資格：一部試験科目免除）電気主任技術者、電気通信主任技術者、工事担当者 

 
○建築系 
２級建築士、木造建築士 
（要実務経験）１級建築士、建築整備士、不動産鑑定士、作業環境測定士 
 
○工業系（放射線取扱主任者を含む） 
（受験資格）２級自動車整備士 
 
○その他 
栄養士、調理師、食品衛生管理者 
（受験資格）製菓衛生師、税理士 
（要実務経験）管理栄養士 
 
 
※サイトでは以下について注意書きを表示の予定。 
・表示されている資格の取得条件（所定のカリキュラムのほか、実務経験が必要等）や国

籍条項についてはそれぞれ異なること。 
・当該大学の学部等に JABEE による認定課程があるかどうかについては第三者評価の項目

で確認可能であること。 




